
ご 自 由 に お 持 ち く だ さ い

2016 vol.04



0302

甲州らいふについて02

甲州らいふ♪ つたえ隊05

つぐら市10

甲州市ワイナリー探訪
vol.3 奥野田葡萄酒醸造

14
Photo DIARY
甲州らいふ♪ つたえ隊が見つけた魅力

31

甲州市を感じるお店
大黒屋・サンガム Cafe

17

FiND iT! KOSHU CiTY12

甲州市の農業
角田佑介さん、加奈子さん

20

学生がいく！
ぐるり、甲州旅24

甲州市温泉 MAP30

山梨県甲州市は、日本百名山で知られる大菩薩嶺をはじめとする秩父山系の自
然景観に恵まれ、ぶどうやもも、ころ柿などの果樹栽培が盛んな日本でも有数
の果樹産地です。
また、戦国の雄・武田信玄公の菩提寺として知られる恵林寺、ぶどう発祥伝説の
国宝大善寺、江戸時代に甘草を栽培していたことから、甘草屋敷として親しま
れている旧高野家住宅など、歴史と文化に彩られた地域でもあります。
東京から 100km 圏内。電車でも車でも約 90 分あれば来ることができる山梨県
甲州市。

『甲州らいふ』では、甲州市のまち並みや人々の想いを伝えていきます。甲州市
に来たことがある人も、今から知って来る人も、ありのままの甲州市を感じて、
そこから自分ならではの「わたしと甲州市」を見つけてください。
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現地で取材をして

いるのは…

みなさんは甲州市といえば何を思い浮かべますか？ ぶどうやワインだけをイメージする方が多い
のでは？しかし、実際には他にもたくさんの魅力に溢れています。この無料情報誌「甲州らいふ」で
は、私たち「甲州らいふ♪つたえ隊」が発見した甲州市の魅力を発信していきます。甲州市を知ってい
る人、知らない人。移住を考えている人、そうでない人。この情報誌を読んだ色々な人に魅力を伝えら
れたら嬉しいです。皆さん、これを読んでぜひ一度、甲州市に来てみてはいかがでしょうか？

4月12日

4月中旬

4月18日

4月29日

4月第4日曜日

5月8日

5月中旬

恵林寺信玄公忌「しんげんさん」

大菩薩山開き「介山祭」

向嶽寺秋葉神社大祭「あきやさん」

放光寺大黒天祭り

甲州市ふるさと武田勝頼公まつり

大善寺 
藤切り祭り

（関東三大奇祭）

大菩薩トレッキング「新緑編」

10月上旬

10月第3日曜日

10月第4日曜日

11月上旬

11月上旬

大菩薩トレッキング「紅葉編」

甲州フルーツマラソン大会

甲州市およっちょい祭り

かつぬま新酒ワインまつり

武田陣中ほうとう祭り

1月14日

1月中旬

1月中旬

2月11日〜
    4月18日

藤木道祖神太鼓乗り

田野十二神楽（県指定無形文化財）

一之瀬高橋「春駒」（県指定無形文化財）

ひな飾りと桃の花まつり

6月30日 菅田天神社 
みそぎ祭り

公立大学法人  山梨県立大学　http:// www.yamanashi-ken.ac.jp
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約 1300 年前の行者の大蛇退治に由来
します。5 メートルの高さから切り
落される蛇を模した縁起物の藤つる
を巡る激しい奪い合いは必見です。

茅の輪をくぐると身が清めら
れ、暑い夏を無事に越すことが
できるとされることから「夏越
祭り」とも言われています。
※形代（かたしろ）…紙を人形
に切ったもの。

早春の訪れとともに、春花が咲き誇る季節にか
けて重要文化財「甘草屋敷」を彩るひな飾り。江
戸・明治・大正・昭和時代のひな人形や、つるし
雛がところ狭しと並ぶ様子は圧巻です。

ぶどうの収穫もピークを過ぎ
たころ、豊作への感謝として
開催されるぶどうまつり。爽
やかな秋空のもと、来場者に
はぶどうやワインが振舞われ
多くの観光客で賑わいます。

9月中秋の名月

10月第1土曜日

塩山温泉祭り

甲州市 かつぬまぶどうまつり
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丸山　勝沼でお店を始めたきっかけを教えてください。
五味　銀座のフランス料理店で働いていた時に年に 1、2 回
ヨーロッパなどへ出張があり、ワイナリー訪問や醸造家の方
とお話する機会がありました。そのときに見た、ワイナリー
が何軒も点在し、ぶどう畑を見ながら食事ができるレストラ
ンなども多くある光景に憧れていました。また、いずれは山
梨のぶどう畑が見える場所で商売をしたいという思いがあ
り、勝沼を選びました。2002 年の山梨のワインを飲む会で、
これから山梨のワインを世界に発信しなければならないと
話をしたり、2003 年に始まったワインコンクールで日本の
ワインが見直され、世界からも甲州ワインが注目され始めた
りと、様々な要因が重なり山梨に来るのを決めました。
氣賀澤　銀座のフランス料理店で働いていたときに海外へ
の出張もあったとのことですが、何かお店に生かせたことは
ありますか？
五味　自分自身の接客もそうですが、内装もそうです。例え
ばフランスのロワール川流域のぶどう畑の等高線などを置
くことでお客様の意識を「勝沼のものではないの？」という
ところまで持っていくという意味では生かせているかなと
思います。あと、お花は毎朝私が生けているんです。ただ飲食
店を経営するのではなく、どうしたらお客様が喜ぶかを考え
ています。ワインサービスやレストランサービスはただ料理
を出したりワインを注ぐだけではなく、お客様に見た目でも
いろんなものを楽しんでもらうのが僕らの仕事なので、海外
出張の経験は生かせていると思いますね。
青山　お店をやっていて大変なことはありますか？

五味　7 ～ 11 月くらい
まではワイナリーを訪
問するお客様やワイン
の勉強をしている学生
さんが多く、ある程度
忙しさがあります。と
ころが 12 月から 3 月

のお花が咲き始めるまでは閑散としてお客様が非常に少な
いので売り上げが上がらず、こんなにも落差があるのかと
オープンした年はびっくりしましたね。特に田舎は天災に弱
いことが商売をしていて一番難しいところですね。あとは、
東京はいろんな人が来るから相性の合ういい仕事のパート
ナーとも出会いやすいですが田舎だとなかなか難しいです。
望月　お店を営業する上でのやりがいはどんな時に感じま
すか？
五味　笑顔で食事をしてくださったお客様の「今日はここに
きて楽しかったよ」という言葉にやりがいを感じます。僕ら
は料理を作るのではなく、表でお客様におもてなしをしたり
新しいことを提案したりとある意味クリエイティブな仕事
をしていて、その中で「おいしかったよ」以上に「楽しかった
よ」と言っていただくとやりがいが生まれますよね。あとは
ワインフリークではなくて、ワインを楽しもうというお客さ
んとお話しが合ったときに生まれるやはり「楽しい」という
会話がやりがいを感じるときですかね。
渡辺　お店を通してどのように勝沼を伝えたいとお考えで
すか？
五味　勝沼というか甲州市はお花もきれいだし果物も欠く
ことがない、いつも何か楽しいものがある場所だと思いま
す。そして歴史、文化もあります。ただそれを生かせていない
と思います。それらを知らない方はまだまだいっぱいいると
思うのでそういう人たちに情報を発信することをもっと頑
張りたいと思います。お店で甲州市のワインや地元の食材を
使って県外のお客さんにも啓蒙していく。また SNS を使い
東京で飲食店を営んでいる知人に食材を紹介する橋渡しの
役割をしています。そういう情報発信の基地的な場所であっ
たらいいかなと思っています。
佐塚　お店の今後の展望を教えてください。
五味　より多くの方にお越しいただけるようにお店をより
良くし、甲州市をアピールするような案を作っていかないと
なと思います。あとは、仕事仲間や業者さんとの人間関係や

I n t e r v i e w

BISTRO 
Mille Printemps

望月勝太さん 丸山愛さん 渡辺智実さん

青山柚葉さん 氣賀澤望さん 佐塚玲衣さん

ワインの本場フランスのようにぶどう畑に囲ま
れている勝沼に店をかまえる「ビストロ・ミル・
プランタン」。甲州ワインを始めとする数々のワ
インと地元の食材をたくさん使用したフランス
料理を普段とは違う特別な空間でゆっくりと
楽しむことができます。地元のワイン醸造家の
方々にも信頼を置かれている五味丈美さん・千
春さんご夫婦にお話をお聞きしました。

「おいしかった」以上に

「楽しかった」という会話が

やりがいに

ビストロ・ミル・プランタン
五味丈美さん

銀座のフランス料理店のソムリエと
しての経験を活かし、2010 年 7 月
にお店をオープンさせました。「ミ
ル・プランタン」という名前には、フ
ランス語でミルは千、プランタンは
春という意味があります。山梨県の
人たちにより親しみやすい名前をと
考え、奥さんの千春さんになぞらえ
て名づけられました。山梨県甲州市
のワインや食材を全国のソムリエや
料理人に伝える情報発信の基地とし
て、多くのワイナリーや農家の皆さ
んから信頼を得ています。
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（渡辺） 以前、お店の前を通った時に外観が素敵で
行ってみたいと思っていました。実際に取材させてい
ただき、五味さんの山梨やワインへの想いが伝わって
きてさらに素敵だなと感じました。お料理とワインがと
ても美味しかったので、次は社会人になってからコー
ス料理を頂きたいと思います。

（丸山） お店は、勝沼ぶどう郷の景色の見える素晴ら
しい場所に位置しています。店内の隅々から五味さん
のお店への強いこだわりが伝わり、実際に料理を頂く
ことで感動がさらに深まりました。雰囲気も良く他のお

客様も楽しそうにしていてとても温かい気持ちになり
ました。

（望月） 取材を通して、店主の五味さんのお店への想い
を知ることが出来ました。さらに五味さんは私たちに
提供してくれる料理の産地やワインを作っている人の
ことを教えてくれます。知ることでお店での食事がより
楽しめました。また食べに来たいと思う楽しい料理店
でした。ぜひ皆さんも足をお運びください。

（氣賀澤） 五味さんの「志高く、真剣に物事に取り組め
ばみんながついてきてくれる」というお話は当たり前
のことだけど、ごくごく重要なことだと強く感じました。
とてもおいしいお料理を五味さんのお話を聞きながら

素敵な店内で頂いた時間は夢のようでした。自分への
ご褒美にまた足を運びたいと思います！

（佐塚） ビストロ・ミル・プランタンは五味さんの想いが
たくさん詰まったお店でした。こだわりのお料理やワ
インはもちろん美味しく、とても感動しました。ぜひ、ま
たお店に訪れて素敵な時間を過ごしたいと思います。

（青山） テーブルに置かれた色とりどりの花や、壁に飾
られたぶどう畑の地図。お客様への思いで溢れた店内
からは、「今日は楽しかったよ」を大切にされる五味さ
んの心根を感じました。そんなお店で頂いたお食事の
時間は本当にあっという間で、私も心から楽しむこと
が出来ました。

信頼関係は 10 年しないと生まれないと思っています。今 7

年目なのであと少なくても 4 年は頑張って、開業してから
10 年経った時にどうお店を構築できていて、ワイナリーや
地域の方々と信頼関係を深められているかが重要だと思い
ます。そして、10 年かけ信頼関係を築いてからが本当の意
味でのスタートではないかと思っています。
望月　地域についてもお聞きしたいのですが、甲州市にどん
な思いを抱いていますか？
五味　さっきも言いましたが「もったいないな」と。ワインに
野菜、果物ともっとアピールすべきところがいっぱいありま
す。以前、地元の子どもたちに取材をされたとき、「この子た
ちは甲州市勝沼で育ったのに、甲州市の良さや食材の豊かさ
を知らないな」と思ったんです。それなら食事の仕方を含め
て親と一緒に子どもたちに今のうちに知ってもらおうと、先
日ここで「親子マナー教室」をやりました。なぜかというと
10 年後その子たちがワインを飲み、山梨のことを知る世代
になった時に「甲州、山梨って本当にいいんだよ」とほかの子
たちに教える、そして食事の仕方を知っていると「さすが甲
州市だ」って思われると思う。それを今まで市もワイナリー
もやっていないのが僕は不思議でした。ただでさえ人口が
減っているので未来を背負う子どもたちに投資をすべきだ
と思います。ぶどうの産地、ワインの産地ならではのことを
やったらいいと思います。
青山　地域の人やワイナリーとのつながりはどうですか？
五味　自分たちから積極的にワイナリーに行き、会話をして
信頼関係を構築しました。待っていても向こうからは来ませ
んし、自分から懐に入っていきます。東京のソムリエには山梨
や勝沼のワインを知らない人が多いから、そういう人たちは
来なきゃいけないねって話をしています。ワイナリーと関係
をより深く築いていくのが、甲州市や山梨のワインを扱う人
の使命だと僕は思うんです。それが日本のワインを海外やい
ろんな人に広めていくのに最初に大切なことだと思います。
丸山　甲州市が世界と比べていいなと思ったところはあり

ますか？
五味　山梨や甲州のワインは日本の料理に合うということ
ですね。日本人の舌はとても繊細で料理に合ったものを飲む
と飽きないんです。味がしっかりした料理に負けないヨー
ロッパのワインに比べ、アルコール度数も強くない、味も濃
すぎない、それで野菜との相性がいいというのが日本のワイ
ン、特に甲州ワインなんです。
氣賀澤　では最後に甲州市に移住したいと考えている人に
メッセージをお願いします。
五味　いろいろなフルーツやぶどう畑などの耕作放棄地が多
くあるので、ここを利用してやりがいのある場所に変えてい
く。東京でやると言っていても、こっちの人たちには「本当に
やるのかな？」と思われてしまう。だけど最初から懐の中に自
分から入っていけば、受け入れて面倒を見てくれるキャパが
甲州市にはあると思うんです。もちろん閉鎖的なところもあ
りますが、それは中途半端なことをしているからであって、自
分から中に入って一生懸命やれば周りからも認められてきま
す。だから移住者の方も中途半端な気持ちではなくて真剣に
やりましょう。それによってみんなが助けてくれるし、夢が広
がっていろんなことができます。それで新たに人間関係など
いろんなことを広げて行きましょう、ということですね。ただ
やっていても何にもできないし、だれもついてきてくれませ
ん。本気の人にはどんどん来てほしい。志高くどんどんやりま
しょう。そうすればみんなついてきてくれますよ。

編集後記

●山梨県甲州市勝沼下岩崎2097-1
営業時間：ランチ11：30〜14：30　
ディナー17：30〜21：00
TEL：0553-39-8245　
定休日：水曜日、年末年始

取材を終えて、みんなでディナーをいただきました！

外観や店内はヨーロッパを思わせるおしゃれな雰囲気で、机の上にはお花が飾ってあり、棚にグラスが
置いてあります。もともとは倉庫として使われていたとは思えない店内です。お花は五味さんが毎朝生
けているそうです。店内の装飾もほとんどが私物と聞いて驚きました。ワインは五味さんにお任せし
て選んでいただきました。

頂いたワインはすべて地元ワイナリーのワインでした。最初に頂いた白の甲州ワインはワイン単体でも楽しめるフルーティーな味でした。
次の白ワインは運ばれてきた料理に合わせて五味さんがワインを選んでくれました。こちらも甲州ワインでしたが、先ほどとは違い料理に
合うスッキリとした味わいで料理をより楽しむことが出来ました。最後に飲んだ赤ワインは主菜のお肉にとても合う味わいでした。 

ワインについての知識が豊富な五味さんに選んでいただいたので、初心者の私たちでも楽しみながら食事をすることが出来ました。この日頂い
た料理は全部で 9 品。「そば粉のガレットと南アルプスのベリーリーフサラダ」、「ズッキーニのフリット」、「人気新銘柄豚肉　甲州富士桜ポー
クのソティー」などです。どれも本当に美味しくて絶品。お肉は柔らかくてトマトソースやデミグラスソースとよく合います。食材にもこだわり
があり、山梨の旬な美味しい食べ物を使って調理してくださいます。また料理と一緒に提供してくださるフランスパンは温かく、小皿にのってつ
いてくるオリーブソースにつけて食べることが出来ます。こちらも食べ始めると止まらなくなり、おかわりしてしまうほどです。

食事の間には奥さんの千春さんにもお話を伺いました。「妻にお店を出すことを反対されるくらいで諦めるようでは思いは本物ではない」と、最
初は開業を反対した千春さん。現在は、五味さんの熱い想いを受け止め、支え、夫婦二人三脚でお店を営んでいる姿がとても素敵で、印象的でした。

五味さんの店主としての気遣いは素晴らしく、お水やパンがなくなればすぐに新しいものを持ってきてくださったり、料理やワインの解説
をしてくださったりと素敵な食事の時間を作り出してくれます。五味さんの想いの詰まったレストランです。東京からもアクセスし易い場
所なので、ぜひ一度ビストロ・ミル・プランタンに足を運んでみてください。
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な。それって住んでいる人が丹精込めて作り上げるものでもあ
るなってすごく感じるんです。このつぐら市もぶどう畑の葉っ
ぱがなくなると寂しいと思いきや、このぶどうトンネルも葉っ
ぱがなくなるから周りの山がすごくきれいに見えるんですよ。
氣賀澤　最後に移住を考えている方にメッセージをお願いし
ます。
小出　甲州市って東京にも近いしとても便利な場所にあると
思います。だからこの中途半端に都会に近い田舎を楽しんで
くれる方に来てほしいですね。最初は良い一面をたくさん見

て「すっごい良いところだな」って妄想が膨らみながら来る
と絶対に壁にぶつかるわけですよ。そうなってもへこたれな
いで、積極的に楽しむことで壁にも屈しなくなる。例えばお
付き合いの面で大変なことって多いと思うんです。それは都
会から来る人には未知の世界だけど、それを含めて地域の人
たちとも交流を楽しめる心構えで来てもらえれば、壁にぶつ
かっても大丈夫じゃないかな。良いところを見た次には大変
なところを見るべきだと思います。来てから「あぁ困った！」
ではその人にとって大変なので。

つぐら市に出店のみなさんにもいろいろ聞いてみました。

野の花 髙島和美さん 
●つぐら市の魅力は？…　ぶどうの木の下で、ほっとする雰囲気がい
いですね。お客さんとゆっくり喋りながらできるので、とても癒されます。 

●甲州市の魅力は？…　見渡すばかりのぶどう畑があり、空も広く感
じられます。また山々が連なる姿が一望できる景色が素敵なところ。
人混みもなくて賑やかすぎず、自然が豊かに感じられる場所です。  

麻屋葡萄酒株式会社 雨宮一樹さん

●つぐら市の魅力は？…　ぶどうの木があるので季節を感じられ
るところ。地域とのつながりがあり、お客さんも出店者も知り合いが
多いため、お客さんだけでなく、出店者側も楽しいです。 

●甲州市の魅力は？　季節に合わせた魅力があります。ぶどう
生産者やワイナリー、お店の経営者など、   若い人が一生懸命頑
張っているのも魅力ですね。  

BUN BUN BEAR 高橋文子さん 
●つぐら市の魅力は？…　出店しているお店のみんなが協力し
合っているため、とても雰囲気が良いです。また県内外から人が集
まってくるので交流の場としても魅力的です。 

●甲州市の魅力は？… 昔ながらの古い文化を守っている部分や、甲州
市の良さを外に発信している部分が融合出来ているところが魅力的です。     

佐塚　つぐら市を始めたきっかけを教えてください。
小出　このつぐら市は 2011 年の 1 月から始まりました。な
ぜ 1 月かというと、1 月は勝沼で行われているかつぬま朝市
がお休みなんです。そこで、かつぬま朝市に出店されている方
たちから「1 月は勝沼に来られないのが寂しい。庭先を借りて
出店させてもらうことはできないか」という要望をもらいま
した。それなら他にも声をかけてやりたいなということで、第
1 回目は 10 人くらいに出店してもらい、始めたことがきっか
けです。現在は、1 月は必ず開催し、その他は市内の朝市に被
らないようにするためだいたい第 4 日曜日、2 カ月に 1 回の
ペースで開催しています。
佐塚　つぐら市の特色はどんなところですか？
小出　勝沼ならではのぶどうトンネルの景観を生かし、お買
い物と同時にその景観を楽しんでもらえるというのがつぐら
市ならではの特色だと思っています。つぐら市を通して、ぜひ
ぶどう畑の良さを感じてほしいです。
佐塚　出店者さんを選ぶポイントを教えてください。
小出　ぶどうトンネルの景観を生かした朝市であるというこ
とを理解してくれる出店者さんを募って出店してもらってい

ます。あと、重要なのがこだわりを持ってやっている方。事前
に会ってお話する中で素敵だなと思う方に出店してもらって
います。通常はだいたい 60 店くらいの出店があります。
氣賀澤　つぐら市が甲州市にとってどういう場所になったら
嬉しいなと思いますか？
小出　つぐら市に行くことで何か面白いものが発見できた
り、面白い出店者さんに出会える場になれたら嬉しいなと思
います。あとはすごく大きなマーケットでは難しくなってき
ている出店者さん同士のコミュニティとなれればいいなと
思っています。
氣賀澤　つぐら市の今後の展望についてお聞かせください。
小出　今回このいつもより少ない出店の規模でやってみて、

「ゆったり」とした雰囲気がいいなと思いました。なので、ス
ペース的にもゆったり、出店者さんとお客様、そして出店者さ
ん同士がゆったりとお話できるようなつぐら市になってほし
いですね。
氣賀澤　甲州市や勝沼の魅力はどんなところだと思いますか？
小出　他の地域とは違ったぶどう畑やもも畑の作り出す豊かな
緑や自然ですかね。「果樹園の作り出す景観」っていう感じか

2 カ月に 1 回勝沼で開かれる「つぐら
市」。ぶどうのトンネルの下で開かれ
るこの朝市にはこだわりを持った出
店者さんのお店が並び、地域の多くの
人をつなぐ場となっています。そんな
魅力たっぷりの朝市について、主催者
である小出順子さんと出店者の方々
にお話を聞きました。

ぶどうのトンネルの下、訪れたすべての人をつなぐ朝市

氣賀澤望さん 佐塚玲衣さん 川村春乃さん 齋藤レルさん 新津カンナさん

Salzberg Coffee 手塚俊輔さん  
●つぐら市の魅力は？…　地域密着型で、甲州市の魅力を外へ外
へと発信していくことができるところです。また、若い人たちが来
やすいような雰囲気というのも魅力の一つだと思います。
●甲州市の魅力は？…　環境が良いところです。東京にも近く、山
もすぐ近くにある。そういった観光地は少ないと思います。  

編集後記

つぐら市

（氣賀澤） 朝市を訪れるのは今回が初めてでしたがとても楽しむことが
できました。様々な年齢の方から面白い話を聞くことができ、貴重な体
験でした。小出さんがこだわりを持って選んだお店は魅力がいっぱい
で、店主の皆さんもそれに負けないくらい魅力的！ 1 日いても全く飽き
ることのないとても楽しい空間でした。また足を運ぼうと思います！

（佐塚）つぐら市は、素敵なぶどう畑の下で魅力がたくさん詰まっている
朝市で、とても楽しい 1 日でした。今回の取材では出店者さん同士、お客
さん、つぐら市に集まる人のつながりを強く感じられ、面白いお話をお聞
きすることができました。次のつぐら市にもぜひ足を運びたいです！

（川村）主催者の方、出店者の方々、お客さんたち皆が和やかな雰囲気の中
で楽しんでいる 様子が素敵でした。商品も素敵なものばかりで、取材だと
いうことを忘れそうになるくらい買い物を楽しんでしまいました。

（齋藤）とにかく地域のつながりが強いです。お客さん同士、出店者さん同
士、そしてお客さんと出店者さんの距離がものすごく近いです。地域の魅
力を知って、発信していきたいという出店者さんの思いは、次の世代へ受
け継がれていくものだと感じました。  

（新津）今回、つぐら市に初めて行ってきました。本当にぶどう畑で商品を
販売なさっていて驚きました。どれも出店者さん方の想いが詰まったも
のばかりでお話を聞きながら、  感心していました。これを機会に次回の
つぐら市にも伺いたいと思います。
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甲州市の暮らしの中に根付いた、歴史や文化、自然を見つけよう！

総面積の約 8 割を山林が占める甲州市は、中里介山の長編小説「大菩薩峠」で有名な大菩薩をはじめ、大蔵高丸などの山々を有
しています。それぞれの頂上から望む富士山や南アルプス等の絶景は、年間を通じて多くの登山客を魅了しています。また、ツツ
ジの群生地である三窪高原や、春から秋にかけて多彩な花が咲き誇る湯の沢峠、四季折々に表情を楽しめる日川渓谷「竜門峡」な
ど、豊かな自然に囲まれています。さらに、ぶどうやもも等の果樹園が里山に広がる独特の風景は、個性豊かな農村景観として親
しまれています。

甲州市には、甲斐の国を治めた武
田家ゆかりの神社仏閣が多数存在
しています。信玄公の菩提寺であ
る恵林寺をはじめ、武田勝頼公の
菩提寺の景徳院、日本最古の「日の
丸の御旗」などを有する雲峰寺な
ど、すべてが貴重な歴史文化財で
あり、武田家と甲州市のゆかり深
さを感じることができます。また、
国内のワイン産業にまつわる産業
遺産等なども数多く点在し、甲州
街道など悠久の時とともに、いに
しえの文化と先人たちの足跡が今
に残る歴史に彩られたまちです。

甲州市は「フルーツ王国やまなし」を」を代表する果物の生産地です。いちご、さくらんぼ、も
も、すもも、ぶどう、柿などの果樹栽培を中心とした農業が基幹産業であり、季節に応じたフ
ルーツ狩りが楽しめる日本有数の果樹産地です。また、日本のワイン産業発祥地・甲州市産の
ワイン品質の高さは国内外で高く評価されていて、その優しい香りと味わいは多くのワイン
愛好家を魅了しています。市内には 150 ヶ所を超える観光農園や、約 40 ヶ所のワイナリー
があり、様々な味覚を楽しみに毎年多くの観光客が訪れています。

「地域ぐるみで支え合う心」が暮らしのなかに息づいている甲州市。子育て中のお母さんやお父さんには、充実した子育て支援
サービス。高齢のみなさんには、健康で快適に暮らす生活支援。若者の仲間が楽しく交流できる環境づくりなど、誰もが満足でき
る「安心」があります。「甲州市で子どもを産み、育てる」「甲州市に住んでよかった」などなど、大きな笑顔があふれ、活力に満ち
た「暮らし」が甲州市にはあります。

ど
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フルーツ王国
甲州市
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甲州市には実に多くのワイ

ナリーがあります。醸造家の

日々の営み、この土地への想

いを聞きに、学生たちと一緒

に訪れました。

vol.3

に評価してもらって広めていかなけれ
ばいけないと思い、みなさんにお集ま
りいただいて畑作業の手伝いをしても
らいました。地道な努力をすれば日本
でも良いワインが造れる、ということ
を実際に経験してもらって東京に帰っ
て話してもらうための集まりとして
始めたのが奥野田 VINEYARD CLUB

（OVC）です。平成 10 年から無料の事

業としてスタートしました。最初の参
加者の方が仲間を連れて来たいと言っ
てくれ、その中に「作業の役に立たない
から悪い。会費制にしてくれれば役に
立たなくても行きやすい。」と言う人が
いて、人数も増えてきたのでそのとき
から会費制にしています。継続して参
加している人は新規メンバーに指導し
ていますよ。お客さんたちが「奥野田
は、みんなで楽しく農園経営をしてい
るんじゃなくて、みんなで楽しみなが
ら世界一のワインを造ろうとしている
んだからね」と言ってくれます。これが
合言葉。せっかくワインを造るんだか
ら世界を見ながら造っていきたい。山
梨県の事業として「やまなし企業の農
園づくり」で紹介されて、富士通さんと
契約して 7 年目に入っています。品質
の良いワインを造ろうとしていて、気
付いてみたら肥料をやっていないで耕
運していなくて殺虫剤をまかないよう
になっていたというのが僕たちのぶど
う栽培です。富士通さんから見ても同
じモノづくりをする会社として環境
負荷の少ない栽培を見て、学ぶフィー
ルドにしましょうということになっ
たんです。栽培をサポートするために
富士通さんの ICT による見える化に
よって、畑の状況をチェックできるよ
うになりました。データ解析によって

予知もできるようになり、殺菌剤の使
用量も 6 分の 1 になりました。この便
利なツールをつくっているのは世界で
も弊社と協働している富士通さんだけ
なんです。日本が誇るべきすぐれた地
方産品を選定し海外に広く伝えてい
く「The Wonder 500」に弊社の「桜沢
シャルドネ」が選ばれたのですが、供給
力がなく 2500 本しかないんです。ミ
ニマムな状況でこのレベルのシャルド
ネを日本で作れるということを証明す
るのに 20 年かかりました。このワイン
は誰に見せても恥ずかしくないもので
す。国産ワインコンクールにも出して
みたいのですが供給力がないので、こ
れまで飲んでくださっている方々の手
に入るよう出品していません。
渡辺　新しいことに常に挑戦されてい
ますが、普段のモチベーションや意識さ
れていることなどはありますか？
中村　垣根栽培などの作業面や経営面
など、苦しくて大変だからこそアイデ
アを思いつくし、頑張れているんです
よ。小さなワイナリーだからこそやり
たいと思っていることを実現し、前に
進んでいます。過去に 2 組の夫婦がス
タッフとして一緒にやってきていて、
退社後も定住して就農し、ぶどう栽培
を続けています。私たちは就農支援と
いう役割も同時に担っています。農業

丸山　ワイナリーの創業はいつですか？
中村　元は地域の醸造所でした。ワイ
ンを造り始めたのは明治の終わり頃で
す。地域の醸造所が果実酒製造の免許
を取得して会社組織にしたのは昭和
37 年です。ただ今度は農家が高齢化し
始め、ワイナリーの維持が困難になり、
ワイナリーを閉じるか譲渡するかと
いう話になりました。そのとき生意気
なやつだったんでしょう、やる気があ
るなら譲渡すると声がかかり、ワイン
を造り始めたのは平成元年です。地域
のぶどうを購入し、それを醸造するの
がスタートでしたね。一生懸命ワイン
を造っていくうちに人気も出てきたの
で地域のぶどうの仕込み量を増やそう
としたのですが、近隣の農家の高齢化
で思うように量を増やせなかったんで

す。また、特にワイン醸造用の欧州系品
種のぶどうは 28 年前は栽培技術が確
立していなかったため、農家さんに栽
培をお願いして回ってもなかなか量を
増やせなかった。そこで僕自身が勉強
して一緒にぶどうの栽培に着手するこ
とで、契約農家さんが欧州系品種のぶ
どう栽培にもチャレンジしてくれまし
た。甲州種でワインを造っているのは
日本だけなんです。甲州種で素晴らし
いワインを造っても世界のワインと比
較する土俵がない。なのでどんなに素
晴らしいワインが出来ても甲州盆地が
素晴らしいワインが出来る産地である
と証明できない。800 年も前から商業
的にぶどうが栽培されて 1200 年前の
彫り物の国宝は左手にぶどうを持って
いるのに。なんとか素晴らしい産地で

あると説得させられる仕事がしたいと
思い、品質の評価がされる土俵に乗る
ために地域の方々と欧州系品種のぶど
う栽培、そしてそのぶどうを使ったワ
イン醸造に取り組んできました。
丸山　奥野田 VINEYARD CLUB につ
いて教えてください。
中村　自分で栽培に着手し始め、垣根
栽培という手法を取りました。ぶどう
の棚を撤去したので、実がつくまで収
穫はゼロです。そして収穫が始まって
も採れる量は少なく、採算が合ってこ
ないんです。採れたぶどうで造られる
ワインは数も少ないし、樹齢も若いた
め、垣根栽培は近隣や同業者から見る
となかなかクレイジーでした（笑）。小
さなワイナリーが数少ないワインを
売っていくためには、飲んでくれる人

「
困
難
が
新
た
な
挑
戦
を
生
み
出
す
。」

●山梨県甲州市塩山牛奥2529-3
営業時間 10：00～12：00／13：00～17：00
（必ずご予約をお願いいたします）  
水曜定休   TEL: 0553-33-9988 
http://www.okunota.com

奥野田葡萄酒
中村雅量さん

山梨県甲州市にある旧奥野田地区
で、オーナーの中村雅量さんと奥様、
スタッフ 2 名の計 4 名でワイナリー
を経営している。水はけが良くぶど
う栽培に適した土地で研究を重ね、
農業 ICT を利用したワイン醸造に
最適な畑でぶどう作りに取り組んで
いる。畑から採れる無農薬、無耕肥、
無殺虫剤の糖度が高い良質なぶどう
を用いて、素材本来の味わいを生か
したワイン造りを行っており、栽培
クラブの運営や農業支援など多方面
で新たな挑戦を続けている。

奥野田葡萄酒
醸造

丸山愛さん 渡辺智実さん
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に興味がある方が栽培のスキルもない
のにいきなり農民になるというのはリ
スクが大きすぎるので、その中間を支
えるという形です。ワイナリーに入社
して給料をもらいながら栽培のスキル
を身に付ける。その後、退社して自分た
ちで農家を続けていく。奥野田葡萄酒
では、そういった方たちの退社後の就
農率は 100％ですよ。
丸山　奥野田ワインガーデンについ
て、詳しく教えてください。
中村　クラブハウス風にワインや料理
を楽しめるよう、ワイナリーに併設さ
れているテラスで毎年夏に行っている
スペシャル企画です。今年で 3 回目で
すが最近はやや過熱気味で（笑）、定員
が 70 名なのですが希望者多数で参加
できない会員様がいたりと、回を重ね
るごとに参加者の方にも好評を得て充

実してきていますね。寿司屋や都内の
イタリアンレストランの方などをお呼
びしたり、うちのワイン 13 種類を飲み
放題にして自由な雰囲気で楽しんでも
らっています。
渡辺　ワインを通してどのように甲州
市を PR していきたいですか？
中村　甲州市は相当な交流人口になっ
ていますが、そこに宿泊施設があるか
どうかが今後の地域活性化のポイン
トだと思います。そして、朝まで沢山
お酒を飲むことができるとなお良い
ですね。観光客と受け入れ側双方にも
言えることと思いますが、観光に来て
もその日のうちに帰ってしまう、通過
してしまうというのは非常に残念。甲
州市には温泉もあるのだから、夜にワ
インを目いっぱい飲めて寝泊まりが
できるような宿泊施設があれば、人が

動いて地域全体にもっとお金が落ち
るし、便利になるんじゃないかな。
渡辺　中村さんが感じる甲州市の魅力
を教えてください。
中村　どちらかというと人懐こい感じ
ではないのですが、そこが逆に良いとこ
ろだと思います。お客さんが来ても緊張
している人が多いし（笑）。変に人に慣れ
ていないのも魅力の一つかな。政策的に
高齢者に対して手厚い制度があります
し、とても良いまちだと思いますね。
渡辺　移住希望者へのメッセージをお
願いします。
中村　甲州市は、ワインや果物、温泉な
ど様々な材料が転がっています。その転
がった材料を拾ってみんなに知らせて
いきたい、一緒にやってみたい！と思う
人がいれば是非一度来てみると良いで
すよ。お待ちしています。

（丸山） 栽培クラブや独自のぶどう栽培法など、
一つのワイナリーからこれほど多くの取り組み
が発信されているとは驚きでした。さらに、中村
さんの常に前へ進んでいく向上心の強さにも驚
かされました。試飲もさせていただき、どのワイ
ンも飲みやすく美味しく頂けました。ありがと
うございました。

（渡辺）奥野田ワイナリーのワインが美味しかっ
たことが印象的で取材させて頂きました。小さ
いワイナリーで新しい挑戦を続けていること
が、素晴らしいワインの完成へと繋がっている
のだと思いました。中村さんにとても中身の濃
いお話をしていただいて、あっという間の時間
でした。

編集後記

The shop which feels KOSHU.

大黒屋・サンガム cafe
●山梨県甲州市大和町日影49
営業時間 10:00～19:00
木曜定休　TEL : 0553-48-2555　
http://daikokuya-sangam.on.omisenomikata.jp

川﨑かな子さん 鶴田有紀さん 青山柚葉さん

雨宮育世さん 三森早百合さん小泉綾香さん

築 270 年以上の古民家を再生した「大黒屋・サンガム cafe」。地元の
有機野菜を使った特製カレーが人気です。またゲストハウスも経営
しています。今回オーナーである吉田さんに食へのこだわりやお店
への想い、そしてゲストハウスに滞在している曽さんにウーフの魅
力をお聞きしました。

曽健瑋さん
（ソウケンウェイ）

台湾出身。WWOOF（ウー
フ）を利用して、大黒屋・
サンガム cafe に滞在し
ている。写真が趣味。

吉田和枝さん

大黒屋・サンガム cafe

のオーナー。3 年前ま
で都内でカレー屋を夫
婦で経営するととも
に、キッチンカーでの
食育活動などをしてい
た。現在はサンガムを
経営するほかに、勝沼
朝市に出店など山梨を
拠点に活動している。

WWOOF（ウーフ）

ウーフとは、お金のやり
とりなしで、「食事・宿
泊場所」と「労働力」を交
換する仕組み。有機農場
や、人と人との交流を大
切にしているところな
どがホスト（受け入れる
側）となる。

WWOOFer
（ウーファー）

ウーフに登録して、ホス
トのもとへ行き、手伝い
をする人のこと。
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さっているのですか？
吉田　今は甲州市ではなく、甲府で野
菜を作っている方から購入しています。
川﨑　キッチンカーを使って幼稚園
の食育の手助けをしていると HP で
拝見したのですが、実際はどのような
活動をしているのですか？
吉田　今はやっていませんが、東京に
いた時に毎年 1 回児童養護施設を訪問
していました。山梨に引っ越してきて
しまったので訪問できなくなりました
が、山梨でもこのような活動を受け入
れてくれるところがあれば行きたいと
は思います。が、なかなかその扉は開か
ないですね。
鶴田　吉田さん自身が実際ウーフを
利用して良かったなと思うことって
ありますか？
吉田　小さいお店でも週 1 回しかお休
みがないので、すぐにお休みが潰れて
しまうし、出かけたいと思っても出か
けられません。だから、多くの外国人が
来てくれることで海外旅行した気分に
なれます。
小泉　インターンシップ、語学留学な
ど日本に来る目的はいろいろあった
と思うのですが、どうしてウーフを選

んだのですか？
ソウ　僕は日本の文化や人々がとても
好きなんです。ウーフに参加することで
日本の生活や文化を経験することがで
きると思ったので、参加しました。
吉田　一緒に暮らすので旅行とかより
もいろんなものが見えるんですよね。
雨宮　移住を考えている人にメッ
セージをお願いします。
吉田　人が歩いた道を後から歩くのが
嫌いな人が来るべきだと思います。人
の力や行政の力を借りることがなく、
良い時も困った時も全部、自己責任で
請け負える人に来てもらいたいです
ね。もう少し簡単なことでいうと、虫が
嫌いではない人ですね。
小泉　移住する前に感じた山梨のい
いところって何かありましたか？
吉田　東京でカレー店を営んでいると
きから勝沼の朝市に参加し、ほかの参
加者と顔見知りの人も増えました。県
外からも多くの人が来て、割と好き勝
手いろいろなことをしているという印
象を受けますね。
小泉　朝市で地元住民だけでなく、県
外の方々が参加し、交流が広がってい
るということですね。

青山　お店のコンセプトや特徴を教えて
ください。
吉田　食生活が大変乱れてきていると
いうのをみなさんも見たり聞いたりし
ていると思うんですね。若い方がこれか
らご結婚されて子供を産んで、我が子に
食べさせるものがどうやって作られた
ものなのか、安さや便利さの代わりに私
たちは何を失ったのか、そのようなこと
よく知ってもらいたいというのが私た
ちの想いです。そういったことをコンセ
プトに、ずっと飲食店をやっているんで
す。化学調味料は使わない、有機野菜を
使うなど、きちんとした食生活をしよう
ということですね。
青山　宿泊されるお客さんは外国人の
方も多いようですが、どんな目的で宿
泊されるのですか？
吉田　ワイナリーに行きたいという方
もいらっしゃいますし、7、8 月は富
士山に登りたいという方も結構いらっ
しゃいました。富士山に登る前の日に
一泊して次の日は朝早くに出かけて、
帰ってきたあとうちでもう一泊という
ようにして来てくださいました。あと
は羽田や成田までのダイレクトのバス
が近くの勝沼インターから出ています
ので、京都からいらした外国人の方は
わざわざ東京のビジネスホテルに泊ま
らなくても、そのまま国に帰れるとか
…意外にアクセスがいいんです。
渡辺　お店の名前の由来を教えてくだ
さい。
吉田　東京で『アジアンダイニングサ
ンガム』という名前でお店をやってい
ました。なので東京の時のお客様が例
えば山梨県、サンガムと検索すると
ヒットするようにというのもありま

す。大黒屋は、ここが旅籠屋をやって
いた時の屋号なので 2 つを無理やり
くっつけたということですね。サンガ
ムっていう言葉自体が川と川の合流
という意味なんです。川と川が合流す
ると新しい流れになるわけじゃない
ですか。ですから、私たちも違うとこ
ろからこちらに来て、こちらのいい部
分と自分たちの想いが彼らのように
外国から来てくれた人の力とか色々
なものが合わさっていってまた別の
流れを起こす、という意味を含めてサ
ンガムっていう言葉は残したんです。
小泉　東京でカレー店を経営していた
とのことですが、なぜ山梨に移住しよ
うと思われたのですか。
吉田　東京でカレー店を営んでいま
したが、雨が降ると集客が少ないこと
があったり、手作りだから腐ってしま
うのも早く、お金をかけて廃棄してし
まったりすることもしばしばありま
した。そこでデリバリーを始めて、順
調に利益を上げることができました。
一人当たりの価格を抑えても、自分た
ちが作ったカレーを食べてもらいた
いという想いから、キッチンカーで販
売を始めました。埼玉県、神奈川県、山
梨県で販売を行い、特にキッチンカー
で来るには距離があるけど、早く来て
早く帰れる場所だったから頻繁に来
るようになりました。しかし、ある日
山梨に来る途中で大渋滞に巻き込ま
れ車がオーバーヒートしてしまい、何
十食も作ったカレーを持ったまま東
京に戻ったんです。そこで山梨で小さ
なキッチンを借りようと思いました
が、小さい物件が見つからなかったん
です。東京を閉めて山梨を軸にやって

行こうと考え始めたときに、インター
ネットでこの古民家を見つけました。
三森　カフェとゲストハウス、両方の
経営を前提に、古民家の建て替えをな
さったんですか？
吉田　そうです。ただ、昔は宿屋をやっ
ていたとしても 100 年間は何もなかっ
たため、建物は古く、法律もその間に変
わってしまったため、今の宿泊業の法律
と建物が合致しなくなっていました。そ
のため、ちゃんと許可を頂くためにはす
ごく時間がかかりました。例えば不燃の
材料を使うとかです。そうした決まりが
通るまで、1 年くらい改修を続けまし
た。天井も不燃でできていますが、元の
古民家のむき出しだった梁を隠す形で
天井をつけることになり味気なくなっ
てしまいましたので、知り合いに絵を描
いて貰いました。
小泉　どうしてゲストハウスも開こう
と思われたのですか？
吉田　ここだからです。サンガムがある
周辺は、笹子峠から下りてきた人や勝沼
から歩いてきた人などを相手にした旅籠
が多くあった場所だった訳ですから、地
の利がありますね。それに、すぐ近くに大
きい会社があってランチしに来るような
場所でもないし。あとは、勝沼とかがワイ
ンの有名なところで、飲んで帰るという
こともできないので、泊まっていただく
のが一番いいだろうと思いました。
川﨑　地元の有機野菜にこだわるよう
になったきっかけは何でしたか？
吉田　食育に関する本を読んだこと

（安部司著『食品の裏側』）と、オーガ
ニックとエコロジーをモットーとする
ウーフの活動からですね。
川﨑　有機野菜は甲州市で仕入れをな

（雨宮） 何でも手に入る便利さに頼り過ぎては
いけないのではないかと改めて感じました。自
分の力で物事をやり遂げることで自信がつき、
もっと挑戦しようという気持ちが生まれてい
くのかなと思いました。

（小泉）大黒屋サンガムカフェは吉田さんのや
りたいことや好きなことがたくさん詰まって
いました。吉田さんの生き様を聞いて、考える
ことよりも自分が抱いた好奇心を大切にし、行
動に移していきたいと思いました。

（鶴田） 最初は緊張していたのですが、オー
ナーの吉田さんが気さくな方で話しやすかっ
たです。またお店は雰囲気がよく、中に入ると
カレーのいい匂いがしました。また行きたいで
す。

（川﨑）吉田さんは当初サンガムを運営するに
あたって全く不安がなかったそうで、新しい環
境でも “ 楽しみながら開拓していく ” のは凄い
し、素敵だと思いました。いつか私もパイオニ
アになれるように頑張りたいです。

（三森） 吉田さんの行動力にとても驚いた取材
でした。自分の思いを形にすることは難しいこ
とですが、それを吉田さんは着実に現実にして
いらっしゃいました。是非とも、大黒屋サンガ
ムに足を伸ばし、この素敵な場と吉田さんに
会って頂きたいと心から感じました。

（青山）甲州の歴史ある古民家と東京からやっ
てきたカレー屋さんが出会うことで、また新た
な人や物が出会う。店名の通り、サンガムとい
う空間でした。吉田さんの食を大切にされる想
いがカレーに詰め込まれているんだ、と感じる
ことができました。

編集後記

The shop which feels KOSHU.

甲州市の山間の築 270 年以上の古民家を再生したカフェで地元の有機野菜たっぷりのマイルド特製カレーやほうとうをワインとともにお楽しみ頂けます。以前ネパールの料理人
から習った本場のカレーにアレンジを加え、日本の家庭のカレーとはまた違う、でも小さい子供でも食べられるまろやかさが特徴の独自の味を提供しています。素泊￥4,100、キャ
ンセル料￥0 の宿も提供しています。
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甲州市で農業を通して生き方、暮らしを伝える

大塚郁弥さん

鶴田有紀さん

土屋玲乃さん

甲州市の農業

大塚　まず、なぜ農業をしようと考え
たのですか？
佑介　大工や BMX のプロを目指すな
どいろんなことをやっていたのです
が、次第に農業に手応えを感じるよう
になりましたね。その後、結婚する時
には農業で独立しようと強く思いま
したね。最初は野菜を作ろうと思って
いました。僕はモンゴル、ネパール、イ
ンド、中国などアジア諸国を中心に旅
へ行くことが多くて、旅行していると
果物がそこらへんにもなっているん
ですよね。手に取って食べることが普
通にできてしまうし、しかも海外は果
物が安いことが多いんですよ。次第に
果物に魅力を感じるようになりまし
たね。それで、海外から帰ってきて甲
州市を見渡すと、果物がたくさんあっ
て、こんなにあるなら果物をやろうと
思いましたね。
加奈子　私はものづくりがしたい気
持ちが昔からあり、伝統工芸作家にな
りたくて大阪芸術大学でガラス工芸の

なっていう（笑）。正直につきあえば
本当に人はどこにいても変わらない
なって感じました。
大塚　10 年後、お二人はどのような
ことをしていたいですか？
佑介　山梨に根付いたぶどう、もも、
あと干し柿を主体に作って、そのほか
に南の国や他の地域で自生している木
の実を大きい農地 1 カ所に植えて、小
規模でも観光をしてもらえる場所を作
りたいですね。せめて知り合いが呼べ
る場所に。山梨の観光は、ももならもも
とか、ぶどうだったらぶどうという環
境が多いのですが、多品目を植えて、手
を伸ばしてこれも食べられる、あれも
食べられるという環境を作ったら絶対
おもしろいものになるのではないかと
思います。
加奈子　私はやっぱり生活、暮らしを
大切にしていきたいです。農業も暮ら
しの一部で、ガラスも暮らしの一部で
あればいいなと思っています。特に今
と変わりはないですが、今まったく出
来ていないガラスを今年あたりから頑
張りたいです。趣味みたいな感じです
が、せっかく作ったものを機会があれ
ば見てもらいたい気持ちもあります。

勉強をしていました。私が大学２年生
の頃、長野県のとある農家さんのとこ
ろでアルバイトをしていた時、佑介さ
んに出会いました。そして、結婚すると
きには農業を一緒にやるという感じに
なっていました。農業にはものづくり
の喜びを感じるし、もともと都会暮ら
しだったので田舎での生活に憧れを抱
いていたからだと思います。
佑介　やる場所が決まり、甲州市のア
グリマスターの制度を利用して始め
ました。それで、何枚か畑を借りても
もとぶどうを作り始めました。
加奈子　農業やガラス工芸などやり
たいことをやって、丁寧な生活をして
いきたいといつも思ってます。私、山
梨県に来てからいいことづくめなん
です。世界で一番ももが好きなのもあ
るし、ご近所づきあいが楽しいし、食
べ物がおいしい。大阪と違って土があ
るので何か農作物を育てることがで
きたり、甲府盆地の景色が外国みたい
なところなどが山梨のいいところで

うは色の入りはじめの色がきれいな
んですよね。もともとガラス工芸など
をやっていたこともあって、そういっ
た成長する過程が好きですね。農作業
をしていると、脳裏に刻んでおきたい
シーンがたくさんあるので、作業せず
に本当はスケッチしたいくらいです。
大塚　農業を始めて大変だったこと
はなんですか？
佑介　大変なことはありますね。むし
ろ大変なことだらけですが、楽しいの
で苦には感じないですね。
加奈子　農薬を使うことが少し辛いで
すね。使わないに越したことはないので

す。辛いのは関西弁でしゃべれないこ
とぐらいですかね（笑）。
大塚　農業のやりがいを感じるのは
どんな時ですか？
佑介　自分が作って美味しいと思え
る物が作れた時ですね。ぶどうが好き
なので、いまはまだ作れてないです
が、将来的に原種に近いぶどうを作り
たいなと思ってますね。
加奈子　作物の成長の過程が私は好
きですね。農業の面白みというか醍醐
味だと思います。自分の手を加えるの
もそうだし、生長する変化を間近で
見られるのが好きですね。特にぶど

すが、農薬を使わないと生活していける
だけの十分な量の農作物を作り出せな
いだろうなと感じますね。農薬は天然性
由来のものらしいですけどね。
大塚　農業を始めて大変なこともあ
りますが、基本的には楽しいというこ
とですか？
加奈子　そうですね。あと夫婦の息を
合わせるのが結構大変です。やっぱり
人と人なので、作業中にもっとこうし
て作業してほしいと感じたり、相手の
考えが分からないこともあります。ほ
かの職場で感じるようなことを農業
でも感じました。
土屋　甲州市の魅力は、どんなところ
ですか？
加奈子　甲州市は盆地の縁に位置し
ているので、山と平地の両方の景色を
楽しむことができるところですね。そ
れと、甲州市じゃなかったら山の方に
住むことも選べなかったです。暮らす
あり方の選択肢が広がったように感
じます。便利に暮らせるし、ちょっと
辺鄙な暮らしもできるし、移住する人
にはちょうどいいところだと思いま
す。甲州市の中でも特に松里地域でよ
かったなと思ったことは、農業でなん
ですけど、色々な品種品目をやってい
ることですね。色々食べられるし、作
り方がそれぞれ違うので、工程を見る
のが楽しいです。また、元気に働いて
いるお年寄りを見られていることも
とてもよかったなと思います。自分た
ちが年を取った時のお手本になると
思います。
土屋　佑介さんは甲州市で就農され
る前に海外へ行かれたことがあるそう
ですが、海外と比べたときに、改めて感
じた甲州市の良さはありますか？
佑介　海外の人たちはみんなとにか
く優しくて、話をよくしました。甲州
市に帰ってきて、いざ就農して、分か
らない状態の中でやっていると近所
の人がものすごく声をかけてくれま
した。もう週に何回も畑を見にきてく
れて、こうした方が良いよ、ああした
方が良いよって。世間話もしました。
甲州市はたいして海外と変わらない

（大塚） 取材したとき、お互いに好きなことをやっ
て、ゆったりと生活している雰囲気が伝わってき
て素敵な夫婦だなと思いました。農業をのびのび
とやっている印象でした。

（鶴田） 農業を 0 から始めるのはとても大変なこ
とだけど、お二人で農業を協力してやっていて素
敵だと思いました。

（土屋） 今回取材して、お二人が農業をそれぞれ違
う角度から楽しんでいらっしゃる事をとても感
じました。そうやって作られたからこそ、美味し
い果物ができるのだと思います。おふたりで甲州
市の美味しい果物を作り続けて欲しいです。

編集後記

地元甲州市出身の角田佑介
さんと、都会の大阪府豊田市
出身の加奈子さん。お二人
は、長野県のレタス農家のも
とで働いているときに出会
い、その後甲州市に移住。最
初は甲州市ではなく、県外で
農業をすることを視野に入
れていたものの、佑介さんは
人とのふれあいの良さや自
分の肌になじむこと、加奈子
さんは住む環境や立地が良
いことを理由に甲州市で農
業をすることに。今回、そん
なお二人に甲州市の魅力、甲
州市での農業について語っ
ていただきました。
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KoshuLife News
Topic 01 / Koshu Yose                    Topic 02 / Farmer's Guesthouse

イベントや新しいお店、施設情報な
ど、甲州市の最新ニュースを甲州らい
ふ目線でお届けします！ 

山梨県甲州市の人や魅力を伝えるフリーペーパー「甲州らいふ」のますますの発展にご協力

ください。甲州らいふをどのように利用していただいているかの調査と甲州らいふの普及キャ

ンペーンを行います。ご協力くださった方の中から抽選で豪華賞品をプレゼント！

地域を元気にする甲州寄席

農業を体験する第一歩

山梨と伝統芸能の融合 !?

　7 月 31 日（日）、甲州市塩山上於曽
にある「およっちょいプラザ七里」にて
第三回甲州寄席が開催されました。主
催を務める「かがみもち」夫妻の太神楽
を中心として、今回は落語家・月の家小
圓鏡さん、林家たけ平さん、トークに小
俣雅子さんをゲストに迎え、猛暑の中、
約 50 人の観客が来場しました。
　約 400 年以上続く日本の伝統芸能
“ 太神楽 ” を夫婦で披露している「かが
みもち」のお二人は二年前に甲州市に
移住しました。ご主人の丸一仙三さん
が甲州寄席を始めたきっかけは、移住
した年の 2 月に山梨を襲った大雪だっ
たそうです。大雪によって県外とのパイ
プが絶たれ、数日間物資が運搬されな
い出来事は、今まで仙三さんが山梨に
抱いていた “ 閉鎖的 ” な印象を強めま
した。そこで太神楽を披露する芸人と
して、山梨県と他県との交流に貢献し
たい、甲州市や山梨の良さを伝えたい、
とのことから甲州寄席を始めました。そ

して、山梨への観光客や移住者の増加
につながることを願っています。
　今回の寄席では伝統芸能である落
語も落語家のお二人によって披露され
ました。伝統芸能というと敷居が高い
といった印象を持たれる方もいるかも
しれませんが、実際は初めて落語を聞
いた人でも肩の力を抜いて楽しめる内
容です。この日お二人は山梨での真打
昇進披露を兼ねていました。軽妙であ
りながらも熱のこもった語り口で会場
は笑いに包まれました。次いで、多様な
経歴を持つ小俣さんの巧みなトークは
観客をグッと引き込みました。
　そして、かがみもちさんの太神楽で
す。大河ドラマ『風林火山』のテーマ曲
で始まりました。仙三さんは武田信玄、
仙花さんは山本勘助の恰好に扮してい
ます。曲芸の傘回しでは風鈴や富士山
のぬいぐるみを回すという、風林火山に
なぞらえたものでした。後半には山梨
県民に馴染みのある武田節を仙三さん

が舞いながら歌いました。老若男女問
わず多くの方々が一緒に歌い、会場に
歌声と手拍子が響き渡りました。
　太神楽は日本の由緒正しい伝統芸
能で、継承も師匠からの厳格な指導の
もと行われます。傘回しでも習得には 5
年かかるそうで、仙三さんが山梨のた
めにアレンジした演目は鍛錬を感じさ
せる凄いものでした。
　次回は落語、山梨にちなんだ内容を
含め、1 ～ 2 年後に開催を予定してい
ます。今後の大きな夢を訊くと、現在 3
歳の息子さんと一緒に、家族で舞台に
いつか立つことだと語ってくれました。
舞台裏では一児の父・母の顔であった
仙三さんと仙花さん。3 人での名乗り
の披露が楽しみです。

　甲州らいふVol.1で一度取材しました、
三浦夫妻。今回、農家民宿を始めるという
ことで改めて取材に行きました。農家民
宿を始めようとした理由は 2 つあるそう
です。元々飲食・宿泊をお客様に提供する
ことに関心があったことと、農園にボラン
ティアで来てくださる方、田舎暮らしに興
味がある方に安心して宿泊できる場所を
提供したかったそうです。宿は、気心知れ
た友人同士、ファミリーなど4、5人がゆっ
たりと泊まれるお部屋が 2 つあります。
食事はお客様と協力して山梨や三浦さん
の出身地である岩手の郷土料理を手作

りする予定で、一緒に準備することも一
つの体験になります。そのほか、農業体
験のプログラムとしては一年間を通じて
様々な作業のある果樹栽培の一部を体
験できます（具体的にはぶどうの剪定や
表皮を剥ぐ作業や草刈り等）。オープン
にあたり三浦さんは、農業にはブラック
ボックスの面があるので、農業について
分からない人向けに事前体験ができる
よう頑張りたいと意気込んでいました。
また自分たちの経験を活かして、地域に
農業体験民宿を増やすことに協力した
り、委託事業でワインを醸造することで、
障がい者の方も活躍できるような場とし
て機能していけたらと今後の展望も語っ
てくれました。優しくて熱心なオーナーが
営む「みうらやファーム」。農業・田舎暮ら
しに関心がある方は是非とも訪れてみて
はいかがでしょうか。

大塚郁弥さん

大塚郁弥さん

望月勝太さん

雨宮育世さん

川﨑かな子さん

新津カンナさん

川村春乃さん 鶴田有紀さん

●定休日／不定(事前にホームページに記載)
　料金／6500円(1泊2食付/改訂の可能性あり)
　要予約／1週間前まで遅くとも3日前までなら対応可能
　TEL／0553-37-1394
   Web／http://www.miurayafarm.jp
　Facebook／https://www.facebook.com/oisiibudou/

編集後記
（大塚） 落語のネタも面白いですが、話し手の身振り手振りや、話し方なども印象に残りました。
かがみもちさんは傘回しで升や蚊取り線香など、ありとあらゆるものを回していて驚きでした。

（望月） 演者の皆さん全員とても面白かったです。たくさん笑いました。ぜひ気になった方を検索
してみてください。私はこの日以来、たけ平さんの落語をよく聴いています。

（川﨑） 寄席の魅力を味わえた良い取材でした。伝統芸能の継承、稽古の難しさも分かり、プロ
の世界の厳しさを知れました。

（川村） 寄席を観るのが初めての私でも分かりやすく、楽しかったです。演者の皆さんは私たち
学生にも気さくに話しかけてくださる優しい方々でした。

（鶴田） 演目のお手伝いをさせて頂けた貴重な体験でした。落語や太神楽を生で観て、こんな
に面白いとは知りませんでした。次の公演も楽しみです。

Aコース ： 甲州市推奨ワイン白赤セット（3名様）     Bコース ： 甲州ぶどうジュース【195ml×10本】（3名様）

Cコース ： 手づくりフルーツジャムセット（3名様）     ※以上3コースからお好きなコースを1つ選び、ご応募ください。

編集後記
（雨宮） 農業体験プログラムを広めることで若い人
たちが農業に携わる機会が増えると思いました。こ
れからの原動力になると感じました。

（新津） みうらやファームさんの農家民宿はアット
ホームな空間でとても居心地が良かったです！ぜ
ひ訪れてみてください～

（大塚） vol.1と今回の vol.4 で三浦さんを取材さ
せていただき、変わらず農業に対する情熱を感じ
ました。当時取材させていただいた時よりも、農業
に対する展望などがスケールアップしてて、これか
らどう変わっていくのか注目です。

Instagram／自分の手や顔と「甲州らいふ」の冊子が写った写真を「#甲州らいふ」のタグをつけて投稿してください。

応募期限／2016年12月31日

賞品の配送／厳正な抽選の上、当選者

に2017年2月末までに配送予定です。

問い合わせ先：甲州市役所 政策秘書課

（TEL：0553-32-2111（代））

Instagramで甲州らいふの普及にご協力いただくことでも、プレゼントが当たります！

左のQRコード
を読み取り、ア
クセス先のアン
ケートに答えて
ください。

Q1. 「甲州らいふ」をどこで手に入れましたか？　Q2. 「甲州らいふ」の何号を読んだことがありますか？　①vol.1 / ②vol.2 / ③vol.3 

/ ④vol.4　Q3-1. 「甲州らいふ」を見て、実際に甲州市を訪れたことがありますか？　①はい / ②いいえ　Q3-2. Q3-1で「①はい」と答

えた方にお聞きします。どこに訪れましたか？　Q4. 「甲州らいふ」を見て、実際に甲州市への移住を考えたことがありますか？　①は

い / ②いいえ　Q5. 「甲州らいふ」への感想やご意見がありましたら、お寄せください。

はがきに以下のアンケートに対する答えと、住所・氏名・電話番号・希望のコースを書いて【山梨

県甲州市政策秘書課（〒404-8501 山梨県甲州市塩山上於曽1085-1）】にお送りください。
官製はがきでの応募

webからの応募



　最初に勝沼ぶどう郷駅付近のぶどうの丘まで、自転車で走っ
てみました。道のりは「のどかな田舎」といった雰囲気で、私は
走っているとおじいちゃんおばあちゃんの家を思い出し懐か
しく感じました。コンビ二や大型薬局店、その他たくさんのお
店はもちろんありますが、それ以上にたくさんの畑が目に入っ
てきました。車があまり通ってないアスファルトの道路を自転
車でスーッと走ることは、最近そんな機会もなかったせいかと
ても気持ちがよかったです。自転車で走り風を受けると時期も
あって寒く感じました。上着を持っていなかったメンバーが寒
そうにしてました。20 分弱走ると、ぶどうの丘の案内標識が見
えてきました。坂道を登った場所にあり、文字通りの丘です。以
前車で来た時は体が斜めになり「こんなに急なのか」と思った
登り坂を今回は電動アシスト自転車で登りました。相当にキツ
い事を覚悟して臨んだのですが、電動アシストのおかげでだい
ぶ楽に登ることが出来ました。メンバーの一人は立ち漕ぎをせ
ずに登りきりました。これには感動しました！ぜひ皆さんも体
験してみてください。ぶどうの丘内では安全の為自転車に乗っ
てはいけないので降りたのですが、ぐるりんは通常の自転車よ
りも重く、押すと逆に大変でした。ぶどうの丘までは塩山駅か
ら 40 分程度での到着でした。バッテリーは 80% との表示。ま
だまだ余裕そうでした（勝沼ぶどう郷駅からぶどうの丘までは
10 分程度で着く距離でした）。
　少しゆっくりして後半戦です。パンフレットを見ると、みはら
しの丘という場所が南アルプスを一望できるそうなので、そこ

に向かうことになりました。道に迷いながらみはらしの丘に通
じるフルーツラインに着きました。フルーツラインの道中では
トンネルを通るのですが、下り坂なので非常にスピードが速く
なります。トンネルということもあり、非常に怖かったです。皆
さんも行く際は気を付けてください。トンネルを抜けると、すぐ
にみはらしの丘がありました。そこにはベンチや駐車場、トイレ
もあったので休憩ポイントとしても良い場所でした。ベンチか
ら見る南アルプスはとても綺麗でした。自分の足で登り綺麗な
景色を実際に見ると、より思い入れが強くなります。また来たい
場所になりました。そこから塩山駅まではほぼ下り坂で、すいす
いと帰れました。
　今回の旅でメンバーの笑顔をたくさん見られました。ぐる
りんに今回乗っていた時間は全部で 1 時間半程度でした。電
動アシストモード 1 時間程、エコモード 30 分程での利用でし
たが、バッテリーはまだ 60% との表示でした。とても疲れた
という訳ではないので、もう少し遠くまで行けそうでした。甲
州市は温泉も多いので、疲れた体を休めに温泉に入ってもい
いかもしれません。今回のぐるりんの利用時間は約 2 時間半
だったので、料金を考えると一日 1000 円のコースよりも一回
コースで 30 分 100 円で利用した方がお得でした。次に来る時
は季節を変えて、パンフレットに載っていた神社に行ってみ
たりしたいです。とても楽しい旅でした。「甲州市に電車で来
たけれど車が無く動けない」「山道を楽にサイクリングした
い」と思った時は、ぜひぐるりんをご利用下さい！
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　皆さんは観光地先で「自転車を利用したい」と思ったことは
ありませんか？　甲州市では 4 月から「甲州市レンタサイクル

『ぐるりん』」のサービスを開始しています。今回私たちはぐる
りんを使うことでどのように甲州市を楽しめるのか実際に体
験してきました。行ったのは 10 月上旬です。集合場所の塩山
駅改札口を出て右の方には甲州市観光案内所があり、ぐるりん
の案内冊子も配布してありました。冊子には利用方法はもちろ
ん、おすすめルートが３つ記載されており、時期によって違う
見所を回れるようなっています。ぜひ直に手にとってみてくだ
さい。その向かいにはぐるりんの利用を申し込む機械がありま
す。1 回利用プラン、1 日利用プラン、1.5 日利用プランがあ
りましたが、今回は 1 日利用プランでの利用で交通 IC カード
から支払いする方法をとりました。必要事項の記入や手続きを
して塩山駅南口に行くと、ぐるりんとのご対面です！電動アシ
スト用のバッテリーが充電されているかをチェックしました。
交通 IC カードがそのままカギとして使え、カードをかざすと
ロックが外れます。メンバーの一人が「近未来！」と言ってロッ
クを外していました。非常に楽しそうでした。

5 人の学生が甲州市をぐるっと旅し
て、自分たちで写真を撮って誌面構
成も自分たちで考えて作りました！

第２回となる今回は、2016
年 4 月にスタートしたば
かりの「甲州市レンタサイ
クル ぐるりん」を使って、
市内を旅してみました！

甲州市
レンタサイクル
『ぐるりん』



今回のコース
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甲州市で暮らしてみたいけど、わからないことがたくさん。そんな疑問や、子育てのこと、
住む場所の探し方など、甲州市に住む（甲州らいふ）ための情報をお届けします。

これで安心、解決！ 甲州市の移住に関する何でも相談。まずはチェック！

実際に移住を検討されている方からよく聞かれる質問にお応えします。

甲州市には、安心して妊娠・出産・子育てができる充実した母子保健・子育て支援の体制が整っています。
主な子育て支援は次のとおりです。

●妊産婦新生児訪問事業…妊娠中 2 回、新生児期に 2 回、2 ヶ月児に 1 回、保健師と助産師の訪問が受けられます。
●ママの安心テレホン…妊婦さんや産後ママの不安解消のため、電話相談ができます。
●マタニティークラス…妊娠や出産についての詳しい知識やお産のためのコツ、育児情報や実技指導などを実施しています。
●産前・産後ママのほっとスペース…妊婦さんや産後のママが赤ちゃんと一緒に気軽に立ち寄れ、助産師や保健師の	
　　　　　　　　　　　　　　　    専門相談も受けられます。
●乳幼児検診…3 ヶ月、7 ヶ月、1 歳 6 ヶ月、3 歳、5 歳児を対象とした健診や 2 歳児親子歯科検診を実施しています。
●育休学級…育児の知識や制度の学習、育児相談、仲間づくりの場を提供しています。

何を目的に移住するか、仕事や移動はどうするかな
ど、まずは自分がどんな生活をしたいかイメージし
てみてください。その生活がこの地域で実現できる
かどうかを考えてみてください。

引っ越してきた自分が新参者という意識を持ちつつも、地
域の住民に対して壁を作らずに接していくことが大切で
す。また、地域の行事に積極的に参加することで、住民と接
する機会が増えてつながりが強まります。

各地域にスーパーマーケットやコンビニエンスストアが
点在しています。洋服や電化製品などは、地域によって店
まで、やや長距離の移動を要することがあります。

不動産会社にご相談ください。その他、甲州市では空き家
バンクを実施していますので、空き家バンクに登録されて
いる物件にご希望のものがあれば、宅建協会が仲介の上、
交渉することができます。

夏は暑く、冬は寒いなど盆地特有の寒暖の差が大きいです。こ
のため、ぶどうなど果樹栽培が盛んになっています。年間の降
水量は少ないのですが、夏から秋にかけて集中豪雨が発生す
ることもあります。

甲州市では就農定着
支援制度推進事業
を実施しています。

優れた技術を持つ農業者（アグ
リマスター認定者）の指導の下
で、就農に必要な実践的な技術
を習得するのを支援するもの
で、毎年研修生を募集していま
す。その他、農地の賃借や就農
に関することは、市役所もしく
は JA フルーツ山梨（農協）にお
問い合わせください。

市民バスを運行していますが、本数に限りがありま
す。事前に電話予約して利用するデマンドバス（塩
山地域のみ運行）もありますが、マイカーがあれば
移動の融通はしやすくなります。

甲州市レンタサイクル ぐるりん
【お問い合わせ】
・JR 塩山駅観光案内所　☎︎0553-33-5958
・JR 勝沼ぶどう郷駅観光案内所　☎︎0553-44-5622
・甲州市役所 観光交流課　☎︎0553-32-2111 ㈹
【URL】  http://docomo-cycle.jp/koshu/

雨宮育世さん

有馬梨香さん

自転車ならではの、景色を眺
めながらのサイクリングは
雄大な自然を肌で感じるこ
とができました。ぜひ、ぐる
りんを利用してほしいです。

ぶどうの丘まで登ってポカポカした
後にいっきに坂を下る感じが最高で
した。おすすめはトンネルを抜けた
後に見える景色なので是非ぐるりん
に乗って見に行ってみてください！

齋藤レルさん

大塚郁弥さん

電動自転車を漕いだのは初めてで、
そのパワーに感激！坂道でも楽に上
れました。下り坂の長いトンネルを
抜けたところの見晴らしは最高で
した。清々しい気持ちになりました。

今回、写真のメイン担当をやらさせて
いただきました。写真を撮りながら、
自転車で移動は大変でしたが、とても
楽しかったです。坂道昇るとき電動ア
シストの素晴らしさを実感しました。

望月勝太さん

サイクリングは複数人で行くとあん
なに楽しいんですね。いい運動にな
りましたし、いい景色も見られまし
たし、満足の「ぐるり旅」でした。また
行く予定です！ 皆さんもぜひ！

編集後記
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知ってて

安心、充実の

自治体サービス

まずは

住む場所を

チェック！

移住を考えたとき、思いつくのが「自治体の支援サービス」です。住宅の購入やリフォームはもと
より、子育て、福祉など、甲州市では定住・移住に関する様々な支援制度があります。甲州市に移
住を考える方は、ぜひご覧ください。

市では、賃貸もしくは売却を希望する空き家の所有者（建物の有効活用）と、田舎暮らしを希望す
るみなさんが出会えるよう、建物の有効活用と定住促進を目的に空き家の情報提供と移住希望
者への情報発信をする、空き家バンク制度を設けています。

●妊産婦・新生児訪問指導　
●ママのあんしんテレフォン
●妊婦健診の助成　●マタニティークラス
●産前・産後のママのほっとスペース
●ファミリーサポート制度

市民の居住環境の向上を図るとともに、本市の経済の活性化に役立てるために、市内の施工業者により
行う住宅リフォーム工事費の一部を補助します。

対象住宅の増築、一部改築、改修、修繕、模様替え、設備工事等の対象工事費が 20 万円以上（消費税含む）
のリフォームで、市内の事業所によりリフォームを行う工事。

●リフォーム補助…最高限度額 10 万円（工事費 1 割）　　　　
●木造住宅耐震リフォーム補助…最高限度額 20 万円（工事費の 1 割）
●空き家住宅リフォーム補助…最高限度額 20 万円（工事費の 2 割）

【空き家バンクについてのお問い合わせ先】
甲州市役所 ☎ 0553-32-2111　Mail :  akiya-bank@city.koshu.lg.jp

甲州市ホームページ内 特設ページ「空き家バンク」もご覧ください。
アドレス（甲州市 HP）  http://www.city.koshu.yamanashi.jp/

市では、就農を希望する方への農業技術の習得等を支援するため、優れた技術を持つ農業者（アグリマス
ター）の指導の下で、就農に必要な実践的な技術を習得する長期研修の支援制度を実施しています。

●支援内容
①栽培技術の習得研修　②農業経営管理手法の習得研修　③農作物の流通・販売に関する研修
④その他研修生の自立に認められる研修など　※研修期間中の研修手当として、1 ヶ月あたり 5 万円を支給します。

●人口

●面積

●年間平均気温

●教育環境

●鉄道（JR 中央線）

●自動車

●バス

●公立保育所

●市立保育園

●認定こども園

●児童クラブ

●市立小学校

●市立中学校

●県立高校

●県立短期大学校

●病院・診療所等

●図書館

33,024 人（平成 28 年 9 月 1 日現在）

264.01 平方キロメートル

13.7 度（勝沼地点／平成 24 年記録／気象庁発表）

保育所・保育園・認定こども園・小学校・中学校・
高校・短期大学校

甲斐大和駅／勝沼ぶどう郷駅／塩山駅

中央自動車道・勝沼 IC

新宿から甲州市への高速バスが運行。

4 ヶ所

8 ヶ所

1ヶ所

14 ヶ所

13 校

5 校

1 校

1 校

32ヶ所

4 ヶ所

市では、商店街の活性化と活力あるまちづくりのため空き店舗を利用した新
規事業者に補助金を交付します。なお、事前に認定を受ける必要があります。

※補助金額は、千円未満の端数は
切り捨てとなります。

●児童手当　●子ども医療費助成制度

甲州市の概要 甲州市の施設
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「甲州らいふ♪ つたえ隊」が

取材中にふと見つけた魅力

それぞれの目線で撮る

甲州市の人、場所、もの。

都
心
か
ら分

。

約

四季で様々な表情を持つ

山梨県甲州市へ。

市内には、甲斐大和駅、勝沼ぶどう郷駅、塩山駅と 3 つの JR 中央本線の駅があります。新宿から特急で約 90 分の距離にある塩山駅には上下線合計で
約 30 本の特急が停車し、行楽シーズンには勝沼ぶどう郷駅にも特急が停車します。年間では約 100 万人の方が駅を利用されるほど市民はもとより、
観光客にとっても重要な交通機関です。

鉄道

甲州市内には、南部を通過する国道 20 号、中央部を横断する国道 411 号、北西部を通過する国道 140 号など基幹道
路があり、首都圏を結ぶ中央自動車道（勝沼 IC）があります。また、勝沼 IC と各基幹道路を結ぶ「フルーツライン」
は、眺望にも恵まれていることから観光客など多くの方々に利用されています。

中央自動車道・国道など

取材…大塚、佐塚、有馬
情報調査…川﨑　イラスト…土屋

望月勝太さん

雨宮育世さん

渡辺智実さん

氣賀澤望さん

土屋玲乃さん

佐塚玲衣さん

齋藤レルさん

大塚郁弥さん

青山柚葉さん

鶴田有紀さん小泉綾香さん

新津カンナさん

川﨑かな子さん

川村春乃さん

有馬梨香さん

三森早百合さん

丸山 愛さん

曇り空と相まって神々し
い木です。雲から差し込む
光が綺麗で見蕩れました。
勝沼ぶどう郷駅からこの
木は見えます！ ぜひ皆さ
んも行ってみてください！

夜の勝沼ぶどう郷駅は
ステンドグラスが綺麗
でした。反対側を見て
ると夜景が広がってい
て、素敵な場所だなと
再確認しました！

長い年月、毎日時間を
刻んできた時計。時代を
遡ったような趣深い風
情が感じられました。

つぐら市で、革のストラップ作りに挑戦し
ました！ 一つひとつ色が異なる皮を選
ぶだけで楽しくて、たくさんのスタンプか
ら好きなものを選ぶのはすごく時間がか
かってしまいました。皮は使い込むと色
が変わってまた雰囲気が変わるそうなの
で、たくさん使いたいと思います！

取材の後、角田さんから頂
いたぶどうを使って母がゼ
リーを作りました。ゼリーに
しても、そのまま食べても
おいしかったです。角田さん
ありがとうございました！

つぐら市のぶどうのトン
ネルにはこんなにおいし
そうなぶどうが！木の隙
間からは優しい光が降り
注いでとても素敵な空間
でした。

並べられたたくさんのビンとその色
合いが可愛くて、ぶどうの天井か
ら射し込む日の光が綺麗だったの
で、思わず撮ってしまいました。手
作りのジャムが詰まったビンには愛
情がぎゅっと込められた感じがして、
とても温かい気持ちになりました。

温泉マップの取材中見つけました。かたちはかぶり
湯ですが、通常のかぶり湯とは違い、体を洗うシャ
ワー替わりに使うのは、温泉ではめずらしいなと思
いました！

大黒屋サンガム cafe さんの宿泊部屋にて見つけ
ました。家主に関する記事だったのかな…？と想
像が膨らむ壁でした。

取材の為に訪れた大和駅。ふとホームの椅子を見
ると、なぜか座布団が！ 初めての光景に驚きまし
たが、大和の人々の優しさを感じました。

実家でも作っているし、ご近所の方々からも色々な
種類のものを頂けて毎年幸せだなぁと思います。

取材先で見つけた色とりどりの昭和キッチン道具
♪ デザインがとっても可愛くて欲しくなっちゃい
ました〜！

温泉 MAP の取材中、雲峰荘で見つけたものです。
「ちょびちょび」「わにわに」ならわかるのですが
…。山梨県民でも甲州弁は難しいですね。解読で
きる方募集。

つぐら市で見つけた多肉植物たち！1 つ購入して
大事に育ててます！

大学生になって山梨に来て人生初のほうとうを食
べました！とても美味しくて最高でした。

大黒屋サンガムさんの近くで発見した景色です。ネ
コが歩いてそうだなあ、と一枚。ちょっとだけ散歩
したくなりませんか？

ビストロ・ミル・プランタンの取材後、きれいな夜景
を見ることができました。楽しいお食事と美しい夜
景で、お腹も心も大満足の一日でした！

木！ 雲！ 光！

古
き
良
き
時
計

ぶどうのトンネルの下で

ぶどうが丸ごと入ってます！

見上げると

夜の勝沼ぶどう郷駅

ギュッと詰まったビン

お風呂のなかで

か
べ
と
新
聞

大
和
人
の
優
し
さ

甲州市といえばぶどう！！

レトロな香り

ほっちょしとかんとかが
ぬけちもうよ

私の癒し

完熟屋でランチ

路地

勝沼ぶどう郷駅からの夜景
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